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障害者自立支援法案に関して、改善を求める意見書

　「障害者自立支援法案」では「身体、知的、精神に分かれている障害施策を一つにまとめる」としております。

　現行の障害福祉サービスでは、所得に応じた応能負担としております。

　しかし、今回の障害者自立支援法では、応益負担の導入が盛り込まれ、自己負担の増加が障害者の不安をよんでおり、障害者が安心して障害者サービスを受けられるように改善が求められます。

　よって下記事項について強く要望します。

記

要望事項

1． 障害福祉サービスの負担増を行わないこと。

2． 精神障害者通院については、現状の医療費自己負担を堅持すること。

3． 就労支援など障害者が自立できる法整備を急ぐこと。

　以上、地方自治９９条の規定による意見書を提出します。
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